
施策の目指す姿

≪取組内容（H29～H33）≫

≪平成２９年度の取組に対する評価≫

評価基準 0 1 2 3 4
０：事業に着手することができなかった。 ２：やや変更はあったが概ね目標を達成することできた。 
１：大幅な変更や遅れがあり、目標を達成することが ３：目標を達成することができた。 

 できなかった。 ４：目標を超える成果を得ることができた。 

≪その他意見等≫

評価 コメント

3

平成28年度は登録者数521人で利用延べ人数が2,730人であったが、平成29年度は登録者数が479人、利用延べ人数が2,706
人で月２名の減少となるので、利用状況はほぼ横ばいと考えます。

≪今後の展開≫
他事業所の一時保育の予約が取りづらい状況という声も聞かれ、待機児童の課題が解消されるまで、リフレッシュ保育の利用者の状
況は継続すると考えます。
また、現在１日４時間前という枠の中での運営のため、６時間預けたい等の声もあり、ニーズが高くなれば利用見直しを検討する必
要がある。

実績

登録者数　　 　479人
利用延べ人数 2,706人

H33

目標

登録者数　　 　500人
利用延べ人数 2,800人

区分 H29 H30 H31 H32

7 リフレッシュ保育事業

子どもの一時預かりを行うことで、保護者がリフレシュでき、穏やかに安心して子育てができるようにします。

保護者のリフレッシュ、育児疲れ、通院等の際の一時保育事業で、1歳から就学前までの子どもを対象とする。月8回（1回あたり4時
間まで）

≪進行管理≫

 ７


